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入院中の学童をもつ母親へのケアに関する検討一母親の期待 と看護師の認識の差異一
山 田晃 子*・ 藤 原 千 惠 子**
要 旨
入院 中の学童の母親 を対象に看護師が実施す るケアについて、母親 と看護師の認識 と期待に違いがあ
るかを明 らかにすることを目的に質問紙調査 を実施 した。分析対象は、入院 している学童の母親80名 と
学童が入院中の病棟の看護師239名 とした。学童 の条件 は、小学1～6年 生、病状が比較的安定 し、 トイ
レへの移動が可能であるこ ととした。
説明や精神 的な支援な どか ら構成 され る母親へのケア7項 目に関 して、実践状況に関す る母親 と看護
師の認識、母親がケアをどの程度期待 してい るか と母親の期待がどの程度 ある と看護師が推測するかも
調査 し、母親 と看護師の回答の差異 について分析 した。その結果、母親への声かけ、母親の体調の気遣
い、子 どもの症状に対応 できる情報提供では、看AJ師 か らケアを受けていると認識す る母親 は少なかっ
た。体調の気遣いは、期待する母親 も少なかった。看護師が、母親への関わりを工夫す る必要性や、母
親 のニーズに応 じた情報を提供する重要性が示唆 された。
キー ワー ド:学 童 の入院、母親に対す るケア、母親 の期待、看護 師
1.は じめに
入院中の学童の親は、子 どもの病状や予後、成
長発達や、学習な ど多くの心配 を抱 え、 さらには
子 どもの付 き添いや面会に時間を費や し、心身 と
もに疲労 している状態にある1)2)。 また看護師に
対 してよい印象を持ち色々相談できる親は、心身
の疲労が少ないと報告 されている3)。 このため、
子 どもと同様 に母親への看護 も重要である。 しか
し、看護 師が母親 に行 うケアについて、母親の受
け止 め方や期待 と看護師の認識が大 きく異な る場
合、母親 の疲労は軽減 されず、看護師の対応への
母親 の不満につなが りやすいことが予測 され る。
このよ うな状況では、母親 と看護 師が協力 して子
どもに関わることも難 しくなると考 える。
入院中の子 どもの母親 の看護は、母親の満足度
や看護師に期待するケアについての研究が行われ
ている4)_q)。また筒井は、子 どもの年齢 によ り親
の心配は、異なるため、医療 スタ ッフは子 どもの
年齢 を考慮 して親への援助 を行 う必要があると述
べている2)。 しか し、対象の子 どもの年齢や発達
段階別に親への援助を検討 した研究はほとん どみ
られない。
そこで、本研究は、入院中の学童の母親への看
護のあ り方を検討する一助 とす るために、入院中
の学童の母親 に対するケアが、 どの程度実施 され
ているかについての母親 と看護師の認識の違い、
看護師に対する母親 の期待 と看護師が推測す る母
親 の期待に違いがあるかを明 らかにすることを目
的 とした。
∬.概 念枠組み(図1)
概念枠組みを図1の ように示 した。「ケアの実際」
とは、入院 中の学童 の母親へのケアを看護師が実
践す る状況である。「母親の期待」とは、入院中の
学童の母親へのケアを、看護師に行 ってほ しい と
母親が期待することである。本研究では、入院中
の学童の母親が認識する 「ケアの実際」 と看護師
が認識する 「ケアの実際」、 「母親の期待」と看護
師が推測す る 「母親 の期待」の差異について分析
した。今 回、研究対象者 と同 じ条件 を満たす家族
3名 とその小児 が入院す る同 じ病棟の看護 師22
名 にプ レテス トを実施 した。 このためプ レテス ト
の対象者 は、実際にケアを提供している者とされてい
る者という関係であったが、本調査は、回答した看護
師の多くが、調査に回答した母親と異なる施設 に勤
務しており、実際にケアを提供していない。親の心身
の疲労が強くなる条件 として、子どもの安静度がベッ
ド上安静、病状が不安定、年齢が13歳 以上であるこ
とがあげられる3)。 母親の心身の疲労の状況は、看
護師からの関わりにおける母親の認識 に影響すると
考えられ、また看護師の関わりにも影響すると考えら
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れる。そこで対象の子どもの条件をそろえることで、母
親や看護師の認識に影響する要因を出来る限り少な
くなるように努めた。これより結果の解釈に限界はある
が、この概念枠組みで差異を見ることは可能であると
考えた。
皿.研 究方法
1.対 象
全国の小児科がある300床 以上の一般病院 と小
児専門病院か ら無作為 に抽出 した施設の うち、研
究協力の得 られた施設 に入院 している学童の母親
258名 と子 どもが入院中の病棟の看護師495名 。
ただ し、母親 の認識には、学童の病状、安静度 が
影響す ると考えられたため、学童の条件 を①小学
1～6年 生②病状が比較的安定 してい る③入院前
のADLが 自立 している④調査当 日、ベ ッ ドか ら
お りて トイ レに移動す ることができるとい う条件
を満たす こととした。
2.調	査期間

調査は、2009年6月 ～9月 に実施 した。

3.調 査施設及びデータ収集手順
調査は、無記名、 自記式郵送調査 とした。全 国
300床 以上で小児の入院する一般病院 と小児専門
病院か ら無作為に抽出 した306施 設の うち、研究
協力 を得た53病 院において、小児病棟看護師長
か ら母覯 と看護 師への調査票の配付 を依頼 した。
調査票の回収は、調査対象者が記入後 、対象者 自
身で大学宛へ郵送す る方法 とした。
4.調 査内容
調査票に関しては、プレテス トを実施 してお り
その結果をもとに研究者間で、質問項 目を修正 し
た。
1)母 親調査
(1)対 象者 の背景:入 院 中の学童の母親の年齢、
入院中の学童の年齢、入院期間、入院回数、主な
疾患、付き添いの有無、兄弟の有無。
(2)母 親へのケア:看 護師の母親へ のケアの実
践状況および看護師のケアに対す る「母親の期待」
の程度 を把握す るために、先行研究7)～9)を参考 に
して独 自に質問項 目を作成 した。質問項 目は、表
1に 示 され る 「母親に子 どもの病気や治療 につい
て説明」「母親に子 どもの検査について説明」 「母
親の体調 の気遣い」「母親の不安や悩み に耳傾 ける」
「入院 中の子 どもや母親について相談相手」「日常
的に母親へ看護師からの声かけ」「子 どもの症状 に
対応できるよ うな情報提供」の7項 目とした。回
答は、この7項 目について、調査実施 日における
母親 に対す る看護師のケアの実践状況 と看護師が
ケアを行 うことへの 「母親の期待」の程度につい
て 「よく行 う(よく行 ってほ しい)」か ら 「全 く行
わない(全 く行わな くてよい)」 と 「必要ない」
の5段 階で求めた。
2)看 護師調査
看護師には、母親調査 と同 じ学童 の条件を調査
票に提示 し、その条件に当てはまる学童 を想定 し
た上で質問への回答 を依頼 した。
(1)対 象者の背景:看 護師の年齢、小児看護経
験年数、想定 した学童の年齢、病棟の構成、混合
病棟の場合、小児病床数。
(2)母 親 に対するケア:調 査実施 日における母
親へのケアの実践状況お よび、看護師が推測す る
「母親 の期待」の程度 を把握す るために表1に 示
され る母親調査 と同 じ7項 目を使用 した。
5,分 析方法
得た回答 については、母親調査、看護師調査共
に、回答の分布 を考慮 し 「よく行 う(行 ってほ し
い)」、「まあまあ行 う(行 ってほ しい)」 とした回
答 を 「行 う(行 ってほ しい)」 に、 「少 ししか行わ
ない(行 わなくて よい)」、「全 く行わない(行 わな
くてよい)」 とした回答を 「行 わない(行 わな くて
よい)」 に分類 した。
また今回の研究は、看護師が行 うケアの実践状
況 と看護 師に対する 「母親の期待」について検討
す るため、「必要ない」と回答 したもの と無回答 を
除外 し、「行 う(行 ってほ しい)」 「行わない(行 わ
なくてよい)」と分類 した回答のみを分析対象 とし
た。
母親へのケア7項 目について、母親 の 「ケアの
実際」 と看護師の 「ケアの実際」、 「母親の期待」
と看護師が推測する 「母親の期待」のそれぞれ関
係 をみるために、x2検 定、フィッシャーの直接
確立計算法で分析 した(p<0.05)。 統計的解析 に
は、Spssver11.5を 用いた。
6。 倫理的配慮
調 査対象者 に対 して調 査票配 付時に、研 究 目
的 ・方法 ・プライバシーの保護 などの具体的配慮、
対策 と同意の説明文を記載 した調査協力依頼書 を
配付 し、同意 を求めた。依頼書 には、研究 目的、
調査協力 は自由意思であること、個人のプライバ
シーの保護、個人や病院が特定 され ることはない
こと、調査 目的以外に使用 しないことを明記 した。
調査への同意 は、調査票の返送 によって得た もの
と判断 した。本研究は大阪大学保健学倫理委員会 
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の承認を得て実施 した。
N.結 果
1.母	親の背景

母親 調査 は、93名 か ら回収 され た(n収 率

36.0%)。 この うち、祖母 、おば、学童 自身、中学
生の親が回答 した調査票や未記入 の多い調査票を
除外 した母親80名 を分析対象 とした。母親 の年
齢は、平均37.3(SD4.7)歳 、学童の年齢 は、平
均8.5(SD1.7)歳 、学童の入院期間の中央値(四
分位数範囲)は 、7(17.0)日 、入院回数の中央値
(四分位数範囲)は 、2(2.0)回 であった。子ど
もの疾患 は、主に腎疾患、肺炎 、気管支喘息、白血
病など内科系疾患が多く、扁桃腺摘 出術、心疾患な
ど手術予定の子どもも含まれたが少数であった。
また子 どもに宿泊 して付 き添 う母親の方が、面
会のみの母親 よりも多かった。また面会のみの母
親 の うち22名(91.7%)が 、毎 日面会に来てい
た。(表1)
2.看	護師の背景

看護 師調査は、255名 か ら回収 された(回 収率

51.3%)。 この うち無回答の多い調査票 を除外 した
看護師239名 を分析対象 とした。看護師の年齢は、
平均32.1(SD9.5)歳 、小児看護平均経験年数の
中央値(四 分位数範囲)は 、3(3.9)年 であった。
看護 師調査で対象 となった学童の年齢は、平均
9.1(SD1.7)歳 であった。看護師の勤務す る病棟
は、小児のみの病棟 と混合病棟がほぼ半数ずつで
あった。混合病棟 に含まれ る小児病床数の中央値
(四分位数範囲)は 、20(17)床 であった。また
病棟の違いによる小児看護平均経験年数の違いを
t検 定で分析 したが有意差 は、認 められなかった。
(表1)
3.入 院中の学童の母親に対す る看護師のケア
1)ケ	アの実際(表2)
「ケアの実際」について、母親 と看護師それぞ
れの認識 は、表1の 通 りに示 した。
母親調査では、「母親 の体調 の気遣い」について、
看護師か らケアを受けているとす る母親の割合が、
53.6%と 他のケア項 目に比べて低 かった。一方、
看護師調査では、「母親 に子 どもの病気や治療につ
いて説明」を行 う看護師は69.4%で あったが、そ
の他のケア項 目は、80%以 上の看護師が実施 して
いた。
母親 の 「ケアの実際」と看護師の 「ケアの実際」
との関係 については、7項 目の うち3項 目に有意
差が認 め られた。いずれの項 目も、看護師がケア
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を行 う割合に比べて、看護師か らのケアを受けて
いるとする母親の割合は、低かった。
2)母	親の期待(表3)
「母親 の期待」 と看護師が推測する 「母親の期
待」は、表3の 通 りに示 した。
母親調査では、「母親に子 どもの病気について説
明」、 「母親に子 どもの検査について説明」は、看
護師に期待す る母親 の割合が90%前 後 と高かっ
た。「母親の体調の気遣い」を看護師に期待す る母
親は、74.6%で 他 の項 目に比べて低かった。また
「子 どもの症状に対応できるような情報提供」を
看護師に期待する母親は、100%で あった。一方、
看護師調査では、母親が看護師に期待 していると
推測す る割合は、いずれ の項 目も90%以 上 と高か
った。
「母親の期待」と看護師が推測する「母親の期待」
との関係 については、7項 目の うち、「母親 の体調
の気遣い」に有意差が認 められた。看護師に期待
す る母親 の割合は、看護師の推測に比べて低かっ
た。 この他3項 目が有意水準を満た していたが、
母親、看護師 ともに期待す る割合が90%以 上を占
めていた。
V.考 察
1.母 親の期待 と看護 師の認識の差異
看護師が行 う母親へのケアについて 「ケアの実
際」、 「母親の期待」 ともに母親 と看護師の認識 に
違いが認 められた。
「目常的に母親へ看護師か らの声かけ」 につい
て、看護師が実践す る割合は高かったが、看護師
か らのケアを受けている とする母親の割合 は、低
かった。小児病棟で働 く看護師は、母親 と円滑な
コミュニケーシ ョンのための努力を大切に してい
る10)。 つま り看護師は、単なる声かけではなく、
母親 と関係 を築 く、母親が話 しかけやす くするな
どの意図を持って母親 に声をかけているために認
識が高 くなった と考えられる。今 回の調査では、
付添いを している母親 が多 く、子 どものそばにい
る時間が長 くなる傾向にあるため、母親 は、看護
師のケアを受ける機会が多いにも関わ らず、ケア
を受 けていると認識する割合が低かった。 これ よ
り母親か らする と、看護師が行 う声かけの意図が
理解 されに くいことが、相互の認識のずれにつな
がっていると推測 される。
「母親の体調の気遣 い」では、看護師が実践す
る割合に比べて、ケアを受 けていると認識す る母
親 の割合は少なく、また看護師のケアを期待する 
3
 
大 阪大学看護学雑誌Vo1.18No.1(2012)
母親は、看護 師の推測 と比較 して少 なかった。
看護師は実践 していて も、母親 に とって 「気遣
い」は、具体的な行動 として分か りづ らい ことか
ら、「気遣い」を受けているとい う認識が低い と推
測 され る。また、「母親の期待」が低い理由 として、
入院 して治療 を受けてい るのが子 どもであ り母親
ではないため、忙 しそ うな看護師に母親までケア
して もらえるとは思わないことが考 えられる。
「子 どもの症状に対応 できるよ うな情報提供」
に関しては、看護師か ら情報提供 されている と認
図1.概 念枠組み
表1対 象者 の背景
母親調査
付き添いの状況 付き添っている面会のみ 
きょうだいの有無 有り無し 
看護師調査
小児のみ病棟
勤務している病棟 混合病棟 
NA 
識す る母親は少なかった。医療者 は子 どもの病気
について母親 に説 明しているが、母親 の不安 を取
り除くよ うに、適切にかつ詳 しく説明 していた と
は言い切れない とされている11)。
これよ り看護師が母親 に情報 を提供 した として
も、母親か らす ると提供 された情報が母親 の不安
を取 り除 き母親のニーズに応 じた ものでない揚合、
看護師か ら説 明されているとい う母親 の認
識が低 くなることが推測 される。
人数(%)
56(70.0)
 
24(30.0)

67(83.8)
 
13(16.3)

127(53.1)
 
110(46.0)
 
2(0.8)
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表・ 母親棚 するケア磁 と櫛 醗 するケア欄 との関係
ケア項目
母親に子どもの病気や
治療について説明
母親に子どもの検査につ
いて説明
母親の不安や悩みに耳
傾ける
入院中の子どもや母親
について相談相手
日常的に母親へ看護師
からの声かけ
母親の体調の気遣い
子どもの症状に対応でき
るような情報提供
回答者n
母親78
看護師235 
母親79
看護師236 
母親77
看護師236 
母親73
看護師236 
母親76
看護師235 
母親69
看護師236 
母親77
看護師237 
人数(%)
X2検 定
2.971
 
1.148
 
3.823
 
2.631
 
12.623
 
38.776**
 
4.811
 
ケアの実際
行 う 「
よ く行 う まあまあ行
う
62(79.5) 
31(39.7)31(39.7) 
163(69.4) 
49(20.9)114(48.5)64(27.2)8(3.4)
64(81.0)
 
32(40.5)32(40.5)
 
203(86.0)

86(36.4)117(49.6)27(11.4)6(2.5)

64(83.1)
 
29(37.7)35(45.5)
 
215(91.1)
 
107(45.3)108(45.8)21(8.9)0(0.0)

57(78.1)
 
21(28.8)36(49.3)
 
203(86.0)
 
71(30.1)132(55.9)33(14.0)0(0.0)

60(78.9)
 
26(34.2)34(44.7)
 
219(93.2)
 
98(41.7)121(51.5)15(6.4)1(0.4)

37(53.6)
 
17(24.6)20(29.0)
 
207(87.7)
 
93(39.4)114(48.3)29(12.3)0(0.0)

56(72.7)
 
16(20.8)40(51.9)
 
199(84.0)
 
70(29.5)129(54.4)35(14.8)3{1.3)

行わない
少 ししか行 全 く行わな
わない い
16(20.5) 
12(15.4)4(5:1) 
72(30.6) 
15(19.0)
 
9(11.4)6(ブ.6) 
33(14.0)
 
13(16.9)
 
10(13.0)3(3.9)
 
21(8.9)
 
16(21.9)
 
12(16.4)4(5.5)
 
33(14.0)
 
16(21.1)
 
13(17.1)3(3.9)
 
16(6.8)
 
32(46.4)
 
14(20.3)18(26.1)
 
29(12.3)
 
21(27.3)
 
13(16.9)8(10.4)
 
38(16.0)
 
塑 く0.05*ゆ く0.01
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表3母 親 へ の ケ ア に関 す る母 親 の 期 待 と看 護 師 が 推 測 す る 母 親 の 期 待 との 関 係
ケア項目
母親に子どもの病気や
治療について説明
母親 に子どもの検査 につ
いて説明
母親の不安や悩みに耳
傾 ける
入院中の子どもや母親
について相談相手
日常的に母親へ看護師
からの声かけ
母親の体調の気遣い
子どもの症状に対応でき
るような情報提供
回答者n
母親77
看護師204 
母親78
看護師204 
母親76
看護師205 
母親75
看護師206 
母親75
看護師205 
母親71
看護師206 
母親77
看護師206 
母親の期待
行 ってほ しい 行わなくてよい
よ く行 って まあまあ行って 少ししか行わ 全 く行 わな
ほ しい ほしい なくてよい くてよ い
69(89.6) 8(10.4) 
46(59.7)23(29.9) 5(6.5)3(3.9) 
191(93.6) 13(6.4)
 
138(67.6)53(26.0) 12(5.9)t(0.5)

74(94.9) 4(5.1)
 
52(66.7)22(28.2) 2(2.6)2(2.6)
 
197(96.6) 7(3.4)
 
154(75.5)43(21.1) 6(2.9)1(0.5)

72(94.7) 4(5.3)
 
48(63.2)24(31.6) 3(3.9)1(1.3)

203(99.0) 2(1.0)
 
175(85.4)28(13.7) 2(1.0)0(0.0)

70(93.3) 5(6.7)
 
42(56.0)28(37.3) 4(5.3)t(1:3)
 
203(98.5) 3(1.5)
 
166(80.6)37(18.0) 3(1.5)0(0.0)

69(92.0) 6(8.0)
 
41(54.7)28(37.3) s(a.o)o(o.o)
 
201(98.0) 4(2.0)
 
156(76.1)45(22.0) 2(1.0)2(1.0)

53(74.6) 18(25.4)
 
25(35.2)28(39.4) 16(22.5)2(2:8)
 
198(96.1) 8(3.9)
 
149(72.3)4.9(23.8) 8(3.9)0(0.0)

77(100.0) 0(0.0)
 
47(61.0)30(39.0) oco.o)o(o.o)
 
203(98.5) 3(1.5)
 
168(81.6)35(17.0) 3(1.5)0(0.0)

人 数(96)
検定
1)p=.253
 
2)p=.503
 
2)炉.048 
2)p=.034
 
2)p=.025
 
1)p=.000
 
注1)X2検 定、注2)フ ィッシャーの直接確立計算法 
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また看護 師か ら情報提供 を行わな くてよい と回
答 した母親 は、ゼロであ り、「母親に子 どもの病気
について説明」、 「母親 に子 どもの検査について説
明」も、看護師にしてほしい と期待する母親が多
かった。6歳 以下の子 どもの親 を対象 としている
中野の研究でも、同じ傾 向を示 してお り7)、情報
提供や説明において看護 師への期待が高いことが
明 らかになった。その一方で、看護師の認識では、
「母親に子 どもの病気や治療について説明」が他
のケアに比べ ると少ない傾向にあった。看護師は、
病気や治療 については、治療方針 を決定す る医師
が中心 となっていると考える傾向があるためと思
われ る。
2.入 院中の学童の母親 に対する看護 師のケア
看護 師が、 日常的に母親に声 をかけ、体調を気
遣 うことは、母親 の体調の善 し悪 しは子 どもに直
結す る問題 であ り、小児看護 の対象は子 どもだけ
でな く家族 も含まれていることか ら、看護師に と
っては当然実施すべ き内容であるといえる。 また
看護師は、母親 もケアの対象 であると捉えてお り、
母親がいつでも頼れ る存在であることを、母親 自
身に理解 してもらう必要があると考える。母親が
必要な時に看護師に頼れるためには、 日常か らの
継続 した関わ りが大切 になると考えられる。看護
師の体調を気遣 うケアが、母親か らは認識 されに
くく、また期待する母親 も少ないことを踏まえた
うえで、母親への声かけなどの関わ りの意図を伝
えること、母親の体調 について直接尋ねるな どの
工夫をす ることを勧めていくこと必要があるとい
える。
子 どもの病状に対応できるよ うな情報提供 につ
いて、今回の研究では、看護師が どのよ うな情報
提供を行っているかは尋ねてはいないが、看護師
が、母親 の不安や知 りたい ことを把握 しニーズに
応 じたものにす るための配慮が大切であると考え
る。また対象 となった学童は、状態が安定 し入院
期 閲が短い場合が多いため、退院後早い時期 に学
校生活 に戻 ることが予測 される。看護師は、退院
後 の生活を見据 えた説明や情報提供を考慮す るこ
とが大切であるといえる。
3.研 究 の限界
本研究では、母親のケアに対す る看護師 と母親
の認識の差異を検討 した。同一施設で看護師調査
と母親調査 を実施することは難 しく、実際に母親
を直接ケア している看護師か らの回答 は少なく、
調査に回答 した看護師の大半は、回答 した母親を
大阪大学看護学雑誌VoL18No.1(2012)
実際 にケアをしていない とい う結果になった。 こ
れ よ り調査方法に限界が有 り、結果の解釈にも注
意が必要である。またケアに対する認識、期待に
ついては尋ねたが、看護 師が実際にどのよ うな方
法でケアを実施 していたか、母親 と看護師 との関
係 はどのようなものであったかな どを調査 してい
ない。 これ らは、母親 と看護 師の認識に影響す る
と考 えられ るため、結果 の解釈には、限界がある。
VI.結 論
入院中の学童の母親 とその病棟の看護師を対象
に、母親へのケアに関す る認識、期待について調
査 した。その結果、「日常的に母親へ看護師か らの
声かけ」 「母親 の体調の気遣い」 「子 どもの症状に
対応できるような情報提供」について母親 と看護
師の実施に対する認識や 「母親の期待」に違いが
認 められた。看護師は、 日常からの母親への関わ
り方の工夫、母親の不安や知 りたいことを把握す
るなどの配慮が大切 であることが示唆 された。
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DIFFERENCES IN EXPECTATIONS AND PERCEPTIONS 
BETWEEN MOTHERS AND NURSES REGARDING THE 
CARE PROVIDED TO THE MOTHERS OF HOSPITALIZED 
SCHOOL-AGED CHILDREN 
Akiko Yamada, Chieko Fujiwara 
Abstract 
This study aimed to examine the differences in expectations and perceptions between 
mothers and nurses, with regard to the care provided to mothers whose children have 
been admitted to hospital. Data were collected via questionnaire. We analyzed the 
responses of 80 mothers whose children had been hospitalized, and 293 nurses who had 
cared for those children. The children were in grades 1-6, all were in a stable condition, 
and all were able to stand. 
The mothers and nurses reported their perceptions of the nurse's performance , and 
the mothers also responded to seven items which measured the quality of the 
explanations and mental support provided by the nurses. The nurses also reported their 
perceptions of the mothers' expectations of the nurses. We then analyzed the differences 
between the mothers' and the nurses' responses. 
The results indicated that few mothers perceived that the nurses both addressed and 
were concerned with the mother's condition; furthermore most mothers felt that the 
nurses did not fulfill their expectations, or provide information for coping with their 
child's symptoms. 
This study suggests that there is a need to provide planned care to the mothers of 
hospitalized children, and that it is important to provide more information to mothers 
regarding the care of their children when they become hospitalized. 
Keywords: Hospitalized school-aged children, care provided to mothers, mother's 
expectations, nurses 
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